
氏名 芹澤知広

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

日本文化人類学会、「宗教と社会」学会、日本華僑華人学会

東アジア・東南アジアの都市人類学、華僑・華人の歴史的・民族誌的研究

大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程修了

博士（人間科学）

文化人類学

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

　平成19年度～21年度科学研究費補助金・基盤研究（C)「２０世紀前半に日本人が収集した
中国民具についての文化人類学的研究」研究代表者。国立民族学博物館共同研究員。

　学外授業実施４回（神戸華僑歴史博物館、京都大学百周年時計台記念館、国立民族学博物
館、桜井市笠地区・宇陀市壷阪寺）。『奈良大学社会学部2008年度社会調査実習調査成果報
告書』の編集・発行。地域連携教育研究センター事業６「地域の人々とともに調査研究する
山陵町の歴史　－津風呂町の５０年－」の主担当。

　国際学術雑誌『歴史人類学学刊』（中国、中山大学・香港科技大学発行）日本地区連絡
人。日本華僑華人学会常任理事・学会誌編集委員長（平成20年11月まで）。山の辺文化会議
理事。市民講座講師３回（大和郡山市１回、天理市２回）。

　地域連携教育研究センター地域研究部門・部門長、現代社会学科予算委員、現代社会学科
学部内教務委員、現代社会学科学科改組ワーキンググループ・コーディネーター。



①

②

海外華人社会の
なかの日本密教
－潮州系ベトナ
ム華人の居士林
をめぐる実施調
査から－

単著

①
共同

②
日本人が見た中
国の看板

単独

奈良の林神社、
および饅頭と素
麺の伝来につい
て

単著 平成20年9月 『麺の世界』第14号 26-34頁。
饅頭の起源と素麺の起源につい
ての先行研究を検討し、とくに
奈良にある林神社の由来に焦点
をあてて、饅頭と素麺が仏教僧
の往来によって中国から日本へ
と伝えられたこと、そして14世
紀の半ばに日本での普及を見た
ことを論じた。歴史研究にもと
づき、「素麺」の語が、ちょう
ど林神社のある場所で林浄因に
よって饅頭がつくられたとされ
る時期に重なるということ、そ
して「素麺」とは麺の製法の種
類ではなく、ベジタリアン（素
食）という料理の種類であるこ
とを指摘した。

55－70頁。20世紀前半の密教重
興の動きのなかで、日本の真言
宗は、中国広東省に持ち込まれ
た。その後、中国の共産主義革
命を経て、香港とベトナム・サ
イゴン（現ホーチミン市）に信
徒の組織が残り、さらに1975年
の南北ベトナムの統一後、サイ
ゴンの居士林の関係者は、カナ
ダ・トロントを始め、カナダ、
アメリカ合衆国、オーストラリ
アの諸都市に居士林を設立し
た。それらの居士林をめぐる実
地調査にもとづき、潮州系ベト
ナム華人の宗教結社の特徴につ
いて論じた。

日本のうどんの海外進出の可能
性について、とくに讃岐うどん
と五島うどんの比較、台湾で現
在起きている商標をめぐる問
題、伝承や歴史の利用に焦点を
あてて、研究者とうどん生産業
者がパネルディスカッションの
かたちで議論を交わした。共演
者は、佃昌道、山崎泉、諏訪輝
生、三宅耕三。

（学会発表）

（学術論文）

著書､学術論文等の名
称

パネルディス
カッション「Ｕ
ＤＯＮ世界を翔
けるか」

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成20年9月

平成20年12月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

平成21年3月

日本うどん学会第６
会大会（京都大会）

『総合研究所所報』
第17号

先に刊行した『日本人の中国民
具収集』所収の論文「日本人が
見た中国の看板」の内容につい
て、その後の知見を加えて発表
した。

日本人の中国民具収
集に関するワーク
ショップ



①
共著

②
共著

③
共著

④
共著

（その他）

平成20年12月

平成21年3月

平成21年3月

『うどん
道』第５
号『麺の
世界』第
15号

66－76頁。35－50頁。日本のう
どんの海外進出の可能性につい
て、とくに讃岐うどんと五島う
どんの比較、台湾で現在起きて
いる商標をめぐる問題、伝承や
歴史の利用に焦点をあてて、研
究者とうどん生産業者がパネル
ディスカッションのかたちで議
論を交わした。共著者は、佃昌
道、山崎泉、諏訪輝生、三宅耕
三。

地域連携教育研究センター事業
６の報告書に、「はじめに」と
「津風呂の歩み」を執筆、１－
３頁及び11－32頁。共著者は、
紙谷廣継、中谷岩夫、浜田理
恵、松川恭子、宮坂靖子、片岡
柳二、角南聡一郎、湯淺宏則、
正司哲朗。

奈良大学地域連携教
育研究センター

つぶろ　－奈良
市津風呂町建町
５０周年記念誌

パネルディス
カッション「Ｕ
ＤＯＮ世界を翔
けるか」

都市社会計画についての論文集
に単著のコラム「SARSの疫禍に
映った香港の素顔」を執筆、
100-103頁。
2003年のSARS流行下の香港にお
ける実地調査にもとづき、植民
地都市の二重構造、香港のもつ
地域性、地域のなかの家族・階
層、新九龍やニュータウンとい
う磁場について紹介した。
橋本和孝、藤田弘夫、吉原直樹
編。

世界の都市社会
計画　－グロー
バル次代の都市
社会計画

ベトナムに関する文化人類学及
び関連分野の研究動向を概観
し、主要な業績に解題を付した
書物に編集委員会委員として参
加し、ベトナム南部の華僑・華
人についての研究史を単独で執
筆、130-132頁。
このほか、キン族と華人に関わ
る文献の解題を17篇単独執筆し
た。
末成道男編。

ベトナム文化人
類学文献解題
－日本からの視
点

東信堂

風響社

平成20年12月


